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沖縄島比謝川に侵入したオオクチバスの生態学的研究
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Abstract

Age, growth, reproductive season, feeding habit, and dispersion of largemouth bass Micropterus 

salmoides were studied using 202 specimens collected in the Hija River of Okinawa Island from 2005 

to 2007. The ages determined by otolith analysis ranged from 0.42 to 3.67 year-old and the mean 

standard length of 1 year-old individuals was 134 mm and that of 2 year-old ones was 183 mm. They 

were estimated to breed mostly from January to April by monthly changes in gonadosomatic index and 

of water temperature. The examination of their stomach contents showed that most of their foods were 

alien species, such as Oreochromis spp. and Palaemon paucidens, but Monopterus albus, an endangered 

species in Ryukyu Islands was also found. It was supposed that the largemouth bass reproduced in 

the Kurashiki Dam Reservoir and a part of them fl owed out with occasional overfl ows from there and 

dispersed over the whole Hija River system.
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はじめに

オオクチバスMicropterus salmoides は，北アメリ

カ原産のスズキ目サンフィッシュ科に属する魚類であり

（瀬能，2002），日本では，淡水域の生態系や内水面漁

業に深刻な被害を及ぼしている（東，2002；中井・浜端，

2002；竹門ほか，2002；Maezono and Miyashita，

2003；中井，2004）として，2005 年 4 月 22 日に特

定外来生物に指定された（環境省・水産庁，2005）．日

本へは，1925 年にアメリカ合衆国カリフォルニア州サ

ンタローザ産の種苗が，神奈川県芦ノ湖に放流された

ものが最初とされている（赤星，1996；金子，1998）．

本種は，1970 年代以降急速に国内での分布域を拡大し，

現在では北海道から沖縄までの全国各地で記録されてい

る（桐生，1992；秋月，2001）．

沖縄島では，1963 年頃に中部の米軍基地内にある恩

納ダムで遊漁を目的として放流されたものが最初とさ

れている（諸喜田，1984）．以来，南部の大城ダムや龍

譚池，南風原ダムなどで生息が確認されている（幸地，

1997）．最近では 2004 年以降に，大城ダムで 1個体，

千原池で 4個体，比謝川で 200 個体以上，億首川で斃

死した 1個体が採集され，山城ダムでは複数の幼魚が

目視確認されている（嶋津，未発表）．これらすべてで

本種が定着しているとは限らないが，沖縄島の様々な水

域で放流が行われてきたことは確かである．

本種における生態学的研究は，これまで盛んに行われ

てきており（Kramer and Smith，1962；Brauhn et 

al.，1972；Robbins and MacCrimmon，1974；津村，

1989；Yodo and Kimura，1996；淀・木村，1998，

2002），沖縄島でも大城ダムにおける産卵習性および食
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性が報告されている（幸地，1988）．しかし，沖縄島の

河川に侵入した集団については，情報が極めて不足して

いる．本研究では比謝川におけるオオクチバスの年齢，

成長，産卵期，食性および分散過程を明らかにすること

を目的とした．

材料と方法

調査場所

調査を行った比謝川は，沖縄島中部に位置する沖縄市

の丘陵地帯を流れ，支流与那原川，長田川と合流して

東シナ海へと注ぐ，幹線流路延長 16.6 km，流域 53.4 

km2 の沖縄島最大の流域面積を持つ河川である（付記

1）．河口から約 2 km上流に取水堰があり，それより

上流は潮汐の影響を受けない．比謝川に調査定点を 6

カ所（Sts. 1 ～ 6）設けた．St. 1 は長田川との合流点

（26°21'N，127°45'E，取水堰上流約 0.1 km，川幅

37.1 m），St. 2 は沖縄県立嘉手納高等学校の北側（26°

21'N，127 °26'E，約 2.1 km，12.2 m），St. 3 は嘉

手納町指定文化財のムルチグムイ（26°21'N，127°

46'E，約 3.5 km，6.0 m），St. 4 は与那川との合流点

（26°21'N，127°47'E，約 5.1 km，10.1 m），St. 5

は沖縄市消防本部北側から約 300 m 下流（26°21'N，

127°48'E，約 8.3 km，3.7 m），St. 6 は支流与那原

川上流の倉敷ダム直下（26°22'N，127°48'E，約 8.7 

km，6.8 m）とした（Fig. 1）．

Fig. 1. Sampling stations 1-6 in the Hija River of Okinawa 

Island.

採集方法と標本処理

2005 年 7月～ 2006 年 9月に比謝川の各定点でオオ

クチバスの採集を行い，努力量を毎月 1回，投網（長

さ 3 m，目合 36 mm）で 1時間× 1人，三角タモ網（口

径 30 × 36 cm，目合 1 mm）で 30 分× 1人とした．

比較的透明度のある St. 6 では，潜水して目視観察も行

った．St. 6 では 2007 年 6 ～ 10 月に毎月 1回，駆除

のために投網およびタモ網を用いて可能な限り本種を採

集した．いずれの採集時にもアルコール式温度計で水温

を 10～ 16時の間に測定した．

採集した個体について，定規を用いて標準体長を 1 

mm単位で，電子天秤（YAMATO社製，KD-174）を

用いて湿重量を 1 g 単位でそれぞれ計測・計量し，耳

石（扁平石）と生殖腺および胃内容物を摘出した．摘出

した耳石は，輪紋数を計数した．生殖腺は，電子天秤（研

精工業社製，HR-120）を用いて湿重量を 0.001 g 単位

で計量し，外観から性を判別した．胃内容物は，10％

中性ホルマリンで固定した後，可能な限り種まで同定し，

電子天秤を用いて湿重量を 0.001 g 単位で計量した．

分析

Yodo and Kimura（1996）に従い，耳石輪紋数か

ら年齢を査定するとともに，本研究では，推定された産

卵期の初期を全標本の仮の誕生月とし，その誕生月と採

集月との関係から年齢に月齢を加えた．

Microsoft Office Excel 2007 のソルバーを用いて，

年齢と体長の関係から以下に示す von Bertalanffy の

成長式の最大到達体長（L
∞
），成長係数（K），始原成

長指数（t
0
）を推定し，t歳時の標準体長（SL

t
）を求めた．

SLt ＝ L∞ [1 － exp{ － K(t － t0)}]

生殖腺指数（gonadosomatic index：GSI）を以下の

式に従って算出した．オオクチバスは，日本国内の他の

調査水域では水温が 16 ～ 20℃に達する春から初夏に

かけて産卵するとされており（津村，1989），また，産

卵しない秋からすでに高いGSI を示すことが報告され

ている（邱ほか，1991；淀・木村，2002）．本研究では，

雌雄のGSI および水温の経月変化から産卵期を推定し

た．

開腹個体数分の空胃個体数から空胃率を算出した．胃

内容物について，Pinkas（1971）に従い，分類群ごと

に以下の式で示される餌料個体数比（%N），餌料重量

比（%W），餌料出現率（%F）を算出し，餌料重要度指

数（relative importance index：IRI）および %IRI を

求めた．

GSI ＝                           × 100
生殖腺重量 (g)

体重 (g)

%N ＝                                  × 100
ある分類群の個体数

胃内容物の総個体数

%W ＝                               × 100
ある分類群の重量

胃内容物の総重量
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なお，2005 年 7，8 月の標本については採集場所，

個体数，標準体長の情報のみ収集した．

結　　果

採集個体数

2005 年 7 月～ 2006 年 9 月の採集個体数は，St. 1

で 2 個体，St. 2 で 1 個体，St. 3 で 1 個体，St. 4 で 4

個体，St. 5 で 4 個体，St. 6 で 73 個体，計 85 個体で

あり，85.9％が St. 6 で採集された．月別にみると，St. 

6 では 2005 年 7 月に 20 個体，8 月に 14 個体，9 月

に 14 個体が採集され，2005 年 7 ～ 9月に採集された

個体が全体の 56.5％を占めた（Fig. 2）．

駆除を目的とした採集では，2007 年 6月に 71個体，

7月に 30 個体，8月に 13 個体，9月に 0個体，10 月

に 3個体，計 117 個体が採集され，採集個体数が経月

的に減少し，2007 年 9月の調査以後は容易には採集で

きなくなった．

体長

採集個体の標準体長は，175.4 ± 29.0（91 ～ 312）

mm（平均±標準偏差（最小～最大））であった．雌

（N ＝ 93）では 172.0 ± 28.2 mm，雄（N ＝ 72）で

は 169.7 ± 22.1 mmであり，雌雄の標準体長には有意

差がなかった（Mann-Whitney’s U test，p > 0.05）．

採集定点および採集期間別にみると，2005 年 7 月～

2006 年 9 月の Sts. 1 ～ 5（N ＝ 12）では 219.8 ±

47.0 mm，St. 6（N ＝ 73）では 183.2 ± 28.6 mm，

2007 年 6 ～ 10 月の St. 6（N ＝ 117）では 166.1 ±

20.3 mm であり，2005 年 7 月～ 2006 年 9 月の Sts. 

1 ～ 5 と St. 6，St. 6 の 2005 年 7月～ 2006 年 9月と

2007 年 6 ～ 10 月ではそれぞれ前者の方が有意に大き

かった（Fig. 3；p < 0.01）．90 mm以下の個体は，全

定点で採集されておらず，潜水目視観察でも確認されな

かった．

年齢組成

採集個体の年齢は，0.42 ～ 3.67 歳で構成され，0～

1歳未満（以下，0歳）が最も少ない 2個体，1～ 2歳

未満（以下，1歳）が最も多い 110 個体，2～ 3 歳未

Fig. 2. Monthly changes in the number of largemouth bass 

St. 6 in the Hija River of Okinawa Island from July 

2005 to September 2006.

Fig. 3. Standard length distribution of largemouth bass 

collected at Sts.1-5 (upper), St. 6 in 2005-2006 (middle) 

and St. 6 in 2007 (bottom) in the Hija River of 

Okinawa Island.

%F ＝                                             × 100
ある分類群が出現した個体数

開腹個体数 － 空胃個体数

IRI ＝ ( %N + %W ) × %F

%IRI ＝                               × 100
IRI の合計

ある分類群の IRI
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満（以下，2歳）が 49個体，3～ 4歳未満（以下，3歳）

が 5個体であった．採集定点および採集期間別にみる

と，2005 年 9 月～ 2006 年 9 月の Sts. 1 ～ 5 では，0

歳が 1 個体（St. 1），1 歳が 2 個体，2 歳が 6 個体，3

歳が 1個体，St. 6 では，0歳が 1個体，1歳が 26個体，

2歳が 9個体，3歳が 3個体，2007 年 6～ 10 月の St. 

6 では，1歳が 82個体，2歳が 34個体，3歳が 1個体

であり，Sts. 1 ～ 5 と St. 6 では前者の方が有意に高齢

であった（Fig. 4；p < 0.01）．

成長

採集個体は，年齢とともに標準体長が増加する傾向が

見られた（Fig. 5）．採集個体の von Bertalanffy の成

長曲線をFig. 5 に，成長式を以下に示した．

比謝川における本種の成長は，上記の式より満 1歳

で標準体長 134 mm，2 歳で 183 mm，3 歳で 226 

mmに達すると推定された．

産卵期

採集個体の GSI は，雌（N ＝ 93）では 9，10 月に

平均 0.59 以下，11 ～ 4月に 1.31 を超える高い値を示

し，6月以降再び平均 0.60 以下に低下した．雄（N ＝

72）では 9月に平均 0.04，11 月（N ＝ 1）に 0.25，2

月に平均 0.20 の高い値を示し，6月以降再び平均 0.05

以下に低下した（Fig. 6）．採集時の平均水温は，9月

の 27.9℃から経月的に低下し，11 月に 21.5℃，12 月

に最低値 16.3℃を記録した後，上昇して 1月に 18.6℃，

4 月に 23.1℃に達し，7月に最高値 28.2℃を記録した

（Fig. 6）．水温が降下傾向にある 11，12 月には産卵し

ていないと考え，水温が上昇傾向にあり雌雄のGSI が

高い 1～ 4月に産卵すると推察される．オオクチバス

は，三重県青蓮寺湖と滋賀県西の湖では，水温が 20℃

以下に低下する 10月からGSI が高い値を示すが，排卵

痕を持つ個体はそれぞれ 4～ 6 月，水温 12.7 ～ 22.0

℃と 4，5月，18.0 ～ 20.8℃で採集されており，また，

三重県と和歌山県の県境に位置する七色貯水池では，数

年間にわたり 10月下旬に産卵床とその付近に定位する

オオクチバスが目視されているが，産卵の有無は未確認

であり，特に雄は生殖腺が秋には春と同程度にまで成熟

するため，秋に産卵適水温を迎えた場合，そのような繁

殖行動を起こすと考えられており，日本国内において秋

に産卵している可能性は低いとされている（淀・木村，

2002）．これらの水域における秋（10 月）が比謝川で

は 11，12月にあたると考えられる．

食性

空胃率は，2005 年 9 月～ 2006 年 9 月の Sts. 1 ～

5 では 11.1%，St. 6 では 17.9%，2007 年 6～ 10 月の

St. 6 では 21.4% であった．胃から釣り針や疑似餌が出

現することもあった．

%IRI は，カワスズメ類Oreochromis spp. では 25.0，

スジエビPalaemon paucidens を主とし，ヌマエビ科

を少数含む小型のエビ目では 12.7，トンボ目の成虫で

SL
t
＝ 681 [1 － exp{ － 0.09(t ＋ 1.38)}]

Fig. 4. Age distribution of largemouth bass collected at 

Sts.1-5 (upper), St. 6 in 2005-2006 (middle) and St. 6 in 

2007 (bottom) in the Hija River of Okinawa Island.

Fig. 5. Standard length and age of largemouth bass collected 

from the Hija River of Okinawa Island with von 

Bertalanffy’s growth curve. 
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は 9.5，アリ科では 15.7，アメンボ科では 8.5 であった

（Table 1）．2005 年 9 月～ 2006 年 9 月の Sts. 1 ～ 5

のカワスズメ類では 52.9，グッピーPoecilia reticulata 

で は 25.2， ミ ナ ミ テ ナ ガ エ ビ Macrobrachium 

formosense では 15.0，St. 6 のカワスズメ類では

10.4，魚類不明（cf. カワスズメ類）では 42.5，小型

エビ目では 5.4，トンボ目成虫では 9.3，バッタ目では

5.1，カ科の幼虫などの水生昆虫類では 12.3，2007 年

6 ～ 10 月における St. 6 のアリ科では 36.3，アメンボ

科では 17.6，小型エビ目では 12.3 であった．

％ IRI は低いが St. 6 で はタウナギMonopterus 

albus，ヨシノボリ類Rhinogobius spp.，ゴクラクハゼ

R. giurinus，ナガノゴリTridentiger kuroiwae，ハチ

目，ハエ目，コウチュウ目の成虫なども出現した．

考　　察

オオクチバスの最高齢は，日本国内の他の調査水域で

は 4～ 7歳であり，原産国では 10歳を超えることもあ

るが 6，7歳の例が多いとされている（淀，2002）．ま

た，本種の生物学的最小形は環境によって大きな差はな

く，雌雄ともに標準体長230 mm前後とされている（淀・

木村，2002）．本研究では，最高齢が 3.67 歳と短命で

あり，満 2歳で標準体長 183 mm，3歳で 226 mmに

達すると推定されたことから，比謝川のオオクチバスは，

成熟した個体が少なく再生産の能力が極めて低い集団で

あったと考えられた．

オオクチバスは，日本国内の他の調査水域では春か

ら初夏にあたる 4～ 6月に産卵するとされており，沖

縄島の大城ダムでも同様の結果が得られている（幸地，

1988）．しかし，比謝川では，雌雄のGSI および水温

の経月変化から 1～ 4月に産卵すると推定された．原

産国では本種の産卵期は緯度によって異なり，高緯度の

五大湖周辺では 5月下旬～ 6月（Kramer and Smith，

1962；Brauhn et al.，1972），低緯度のフロリダ州で

は早いもので 11月から産卵を開始し，通常盛期は 2月

とされている（Robbins and MacCrimmon，1974）．

沖縄島とフロリダ州は，緯度が 26°と 24 ～ 31°で北半

球の同緯度付近に位置しており，気温，水温の季節変化

も類似していると考えられ，その水温の変化に合わせる

ように両地域でのオオクチバスの産卵期が一致している

のではないかと推察される．沖縄島やフロリダ州のよう

に温暖な水域では，仔稚魚の生残に有利とされる早期の

産卵（Miranda and Muncy，1987）に備え，水温が

低下するとともに成熟を開始しなければならない．この

ような成熟様式が発現し，春から初夏に産卵する水域に

おいても秋から成熟が開始されるのかもしれない．

胃内容物のうち，最も高い%IRI を示したカワスズメ

Fig. 6. Monthly changes in gonadosomatic index of female 

(upper) and male (middle) of largemouth bass, and of 

water temperature (bottom) of sampling stations 1-6 

in the Hija River of Okinawa Island. 

Table 1. Diet composition of largemouth bass collected from 

sampling stations 1-6 in the Hija River of Okinawa 

Island, expressed as %IRI (relative importance index). 
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類をはじめ，グッピーやスジエビなどは島の外から持ち

込まれた外来種（幸地，1997）であった．一方で，タ

ウナギのように，沖縄県のレッドデータで絶滅危惧ＩＢ

類に指定されている種（沖縄県，2005）もオオクチバ

スに捕食されていたことが明らかになった．大城ダム

では，オオクチバスは小型の魚類が減少したときにア

メンボ科やユスリカ科の幼虫を捕食して飢えをしのいで

いたとされている（幸地，1991）．本研究においても，

2007 年の St. 6 ではアリ科やアメンボ科の％ IRI が高

くなっていた．St. 6 の 2005 ～ 2006 年と 2007 年で

は，後者の標準体長の方が有意に小さくなっていたこと

から，前者のほとんどの個体が死滅したか移動し，加入

したとされる後者はアリ科やアメンボ科などを捕食しな

ければならない過酷な餌環境にあったと考えられた．

最下流に位置する St. 1 では取水堰による湛水で流れ

が緩やかになっており，当歳魚も採集されたことからオ

オクチバスが産卵している可能性があった．しかし，推

定された産卵期およびその他の期間を通しても標準体長

90 mm以下の個体は，全定点で採集されておらず，潜

水目視観察でも確認されなかったことから河川域では再

生産していない可能性が高かった．倉敷ダムでは本種の

定着が確認されており（倉敷ダム管理所，私信），倉敷

ダム直下に位置する St. 6 で最も多くの個体が採集され

たことから，ダム貯水池から河川域に本種が侵入して

いる可能性が示唆された．最近の倉敷ダムでは，2005

年 6月と 2006 年 5，6月に，各々貯水位が常時満水位

を最大 0.77，0.32 m 上回り，放流量が最大で 13.61，

3.82（年平均 0.69，0.62）m3/s に達した（倉敷ダム

管理所資料）．特に 2005 年 6月には，梅雨前線が沖縄

島付近に停滞したため記録的な大雨となり，那覇では

1892 年の月降水量 711.6mmを 113年ぶりに更新する

860.5 mmを観測している（沖縄気象台，2006）．直後

の 7～ 9月の採集個体数は，2005 年 7月～ 2006 年 9

月に採集された個体数の 56.5％を占めており，越水に

よって本種が流下した可能性が強く示唆された．本種は

すべての定点で確認されており，比謝川の複数箇所で放

流された可能性もあるが Sts. 1-5 と St. 6 では前者の採

集個体の方が有意に体長が大きく年齢も高齢であったこ

とから，倉敷ダムから St. 6 に侵入した個体が比謝川水

系全域に分散したと考えられた．

本研究における年齢，成長，産卵，食性および分散過

程の結果より，比謝川のオオクチバスは再生産および生

存が困難な環境下にあり，倉敷ダムからの侵入個体によ

って集団の大部分が維持され，河川域の生物に被害を及

ぼしていると考えられた．現在，比較的多くの在来種お

よび希少種が生息する沖縄島北部には，導水路によって

互いに連結した大型のダムが複数ある．このうち福地ダ

ムと普久川ダムでは，カワスズメ類やリュウキュウアユ

Plecoglossus altivelis ryukyuensis などの遊泳魚類が

上流のダムから移動してきたと考えられている（沖縄

総合事務局，2005，2006）．オオクチバスについても，

これらのダム湖で定着した場合には，ダム湖間で移動す

る可能性があり，さらに今回の調査水域である比謝川と

同様に，ダムからの流下によって河川域にも侵入する可

能性がある．倉敷ダムや比謝川における本種の生息は，

胃から釣り針や疑似餌が見つかったように一般の釣り人

たちにも知られており，インターネットのウェブ上でも

掲載されている（付記 2）．比謝川の個体は，監視され

た倉敷ダムと違って物理的には自由に採集することがで

きるため，他の水系への拡散源となる可能性が高い．駆

除を目的とした投網，タモ網による採集では，採集され

る個体数が経月的に減少し，容易には採集できない程度

にまで生息個体数を減らすことができた．比謝川におけ

る本種の駆除には，現在生息する個体を投網やタモ網で

極力捕獲することと，越水後にダム直下で流下した個体

を捕獲することが有効であると考えられる．
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要 　　旨

2005 ～ 2007 年に沖縄島比謝川で採集されたオオク

チバス 202 個体を用いて，その年齢，成長，産卵期，

食性および分散の解析を試みた．耳石の分析により，年

齢は 0.42 歳から 3.67 歳にわたり，満 1歳で標準体長

134 mm，2歳で 183 mmに達するとされた．産卵期

は生殖腺指数および水温の経月変化から，主に 1～ 4

月であると推定された．胃内容物調査では，餌の大部分

はカワスズメ類やスジエビといった外来種であったが，

タウナギのように琉球列島で絶滅が危惧されている種も

見つかった．オオクチバスは倉敷ダム貯水池で定着して

おり，その一部が時折の越水とともにそこから流出し，

比謝川水系全域に分散していったと推察された．






